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丹沢新産のイワハリガネワラビ
(田村淳)

丹沢山地新産となるイワハリガネワラピ

Thelypteris musashiensis (Hiyama) Nakato， 

Sahashi & M.Katoを2005年に発見したので報

告する

イワハリガネワラビは日本の本州、1，四国と韓国

に分布するヒメシダ科ヒメシダ属のシダである

神奈川県内では，これまで箱恨町の神山や駒ヶ

岳周辺にのみ分布が知られていた.~神奈川県

植物誌 200lJlではハリガネワラビの変種扱いと

していたが，Nakato et al. (2004)により穫に組

み替えられた.

イワハリガネワラビはハリカ、ネワラピ類の中で標

高の高い地域の岩場に生育することから，箱根

にあるなら丹沢にあってもおかしくないと想定して

いた 2004年 9月に秦野市内の表尾根の岩壁

で、イワハリガネワラビを見つけたと思っていたが，

これは中池敏之博士の同定により，イワハリガネ

ワラヒボとノサカ、ネワラビの雑種のアイハリガネワラ

ヒマとなった (田中ナ， 2005)

2005年になって再度アイノサガネワラビの生育

地に行き，アイハリガネワラビの変異を確かめよう

と思って複数の葉を採取した それら全部につい

て胞子を検鏡したわけで、はなかったが，確認のた

めに中池敏之博士に再同定していただいた.そ

の結果3 アイハリガネワラビだと思った標本の中

にイワハリガネワラビの標木が l枚あることを指摘

されて，丹沢新産のイワノサガネワラビがあったと

分かった次第で、あるー生育地周辺は，アイハリガ

ネワラビのほかにウメウツギ，ウラハグサ，オオク

ボシダなど岩壁に特有の植物が生育していた

本報告にあたり，標本を同定していただいた中

池敏之博士と標本閲覧を許された神奈川県立生

命の星 ・地球博物館にお礼申し上げる.

標本 秦野市秦野市表尾根 田村 淳 2005.9.12

lくPM-NAO128054 

引用文献
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Nakato， N， Sahashi N. & Kato. M.， 2004 

CytotaxonolllY of the Theか'Ptens)apol1lca 

COlllplex (Telypteridac巴ae).Acta Phytotax 

Geobot.， 55 : 89-105 

田村淳， 2005 丹沢大山総合調査における維

管東植物クず/レーフoの調査と 2004年度の結

果 • FLORA κ4NAGAWA， (60): 747-749 

箱根にもあったアイハリガネワラビ
(田村淳)

2004年にアイハリガネワラビ Thelypteris

japonicα(Baker) Ching x T musashiensis 

(トliyallla)Nakato， Sahashi & M.Katoを丹沢111ilh

で採集して県新産となったが，その後の標本調

査によって既に箱恨産のアイノ¥リガネワラビが多

数あったので報告する

アイハリガネワラビはハリガネワラヒず Tjaponica 

(Baker) Ching fonn. japonicaとイワノ¥リガネワラ

ビTmusαshiensis (トliyallla)Nakato， Sahashi & 

M.Katoの雑種として 2004年に新記載されたヒメ

シダ科のシダ植物である (Nakatoet al.， 2004). 

これまでに本州の福島県，群馬県，東京都，千

葉県，長野県で分布が知られ，本州、1，四国，九

州の広い範囲に分布する可能性が指摘されてい

る (Nakatoet al.， 2004) 実際に私は，静岡県

の愛鷹山地の鋸岳と位牌岳問 (2006.9.17田村

淳 KPM-NAOI28057ほか)の岩壁や静岡県と山

梨県の県境の青笹山 (2006.10.22山本幸子 ・田

村淳 ・中西のりこ山本所蔵)の岩と土のまざった

斜面で、見つけている.

私が最初にアイハリガネワラヒ、を見たのは 2004

年 9月で，場所は丹沢山地の表尾根で、あった

その|燃は丹沢新産のイワハリガネワラビを見つけ

たと思ったが，後に中池敏之|導士によりアイノサカマ

ネワラビと同定された(田村， 2005).上述のよう

にアイハリガネワラビは 2004年に新記載された雑

種であるため，未だ十分に各地で認識されている



わけではないだろう.~神奈川県植物誌 200U で

ヒメシダ科を担当した私としても，イワノザガネワラ

ビまたはアオハリガネワラビと同定したシダの中に

アイノサガネワラヒも存在している可能性があると

思っていた.特にイワノサガネワラビは県内で、は箱

根町内にのみ分布していたので，箱根にもアイハ

リガネワラビがあるだろうと推定していた.

2006年 12月に県博に行った際に，イワハリガ

ネワラヒ‘土アオハリガネワラビの標本から胞子を採

取して検鏡したところ，胞子が異常のものが数枚

あった また，胞子が成熟していないがアイハリ

ガネワラビのように思える標本もあった これらの

標木について中池敏之|専士に確認のため同定

していただいたところ， 6枚はアイハリガネワラビ、

で、あるとのことだ、った.他のものは雑種の可能性

があるが，胞子を見るには採集した時期が早かっ

たため，判定保留となった

アイハリガネワラビとその両親種で、あるハリガ

ネワラビ，イワハリガネワラビ、の特徴を Nakatoet 

al. (2004)を参照して記録すると表のようになる.

『神奈川県植物誌200d においてイワハリガネ

ワラビの特徴として記載した「胞膜には毛が無い

か，あっても少なし、」とし、うのは決め手にならな

いようである しかし， Nakato et al. (2004)が

区別点とした葉軸裏側J (背軸側)の毛の有無に

ついては， 県I専所蔵のハリガネワラビとイワハリ
ガネワラビの標本で確認したところ，微妙な標本

があったのも事実で、ある これらについては多数

の襟本を比較する過程で検討してみたい

アイハリガネワラビは，一見したところイワハリガ

ネワラビに酷似しているが，決め手は胞子が異常

な点である.Nakato et al. (2004)が指摘している

ように，アイハリガネワラビは今後も各地で、発見さ

れるだろう.林床以外に生育するノ、ψリガガ、ネワラビ

で、葉柄がわら色のものがあつたら，要注意である.

なお，イワハリカ、ネワラビとアオハリガネワラど

Tjaponica (Baker) Ching form.formosa (C.Chr.) 
Nakato， Sahashi and M.Katoの学名は Nakatoet 

al. (2004)により組み替えられたので， ~神奈川

県植物誌 200dにおけるこれらの学名を本文中

のように訂正する必要がある.

最後に，標本を同定していただいた中池敏之

博士と，標本の閲覧と貸し出しを許された勝山

輝男氏にお礼申し上げる.

標本 箱根町冠ヶ岳勝山輝男 1983.9.4.KPM-

NAI055664 Iまカ¥

引用文献

Nakato， N， Sahashi N. & Kato. M.， 2004. 

Cytotaxonomy of the Thelypteris japonica 

Complex (Telypt巴ridaceae).Acta Phytotax 

Geobot.， 55・89-105.

田村 淳 ，2001ヒメシダ科神奈川|県横物

誌調査会(編)，神奈川県植物誌 2001.

pp.105-112.神奈川県立生命の昼 ・地球博

物館，小田原

田村淳， 2005丹沢大山総合調査における維

管束植物クマループの調査と 2004年度の結

果 .FLORAκ4NAGAWA， (60): 747-749. 

表ノサガネワラビ -イワノ、リガネワラビ ・アイハリガネワラビの特徴

倍数性 生育環境 業柄の色 羽片の縁毛
楽114bの背

胞子の表面 包11英の毛
II!IU側の毛

ノ、リガネワラビ 4倍体 林床
栗色(品種のアオノ、リ 0.20 ~ 

あり 膜質状 あり
ガネワラビはわら色) 040mm 

イワノ、リガネワラビ 2倍体 岩上
わら色(基部は栗色 0.10 ~ 

なし 針状
あり(低密度)， 

が普通) 0.20mm 析になし

アイノ、リガネワラビ 3倍{本
溝上，岩

わら色(基部は栗色)
0.19 ~ 

あり
膜質状と針

あり
交じり斜面 0.35mm 状が混在

『神奈川県植物誌 2001~ カヤツリグ
サ科への補遺及びその後の新知見

(堀内洋)

1イヌホタルイの圏内の分布域

原記については執筆時に確認がとれず，~神
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奈川県植物誌 200d (以下，植物誌)では

「北海道つ j と北海道の分布に疑問符を付した.

2005年に北海道で本種を採集したので疑問符

を削除する.採集したのは水田地帯の人為の加

わった小さな裸地気味の湿地で，その他のカヤ



ツリグサ科植物としてタマガヤツリやハリイが生え

ていた 北海道へは稲作とともに伝播した可能

伯ニもあると思う.

標本・ 北海道勇払郡鵡川町春一区地先鵡川

右岸水田地帯 2005.9.3堀内洋 nO.9700.

2イヌホタルイと力ンガレイとの雑種の産地

標記雑種と同定された区名のない横浜市永田

産の標本を地図等から南区と判断し，掘内 (2003，

2004)で発表した このことについて，当該標

木 (YCM022147)の採集者である長谷川義人

先生より，産地は南区で正しく，同じ標本は大

井先生により「シカクホタノレイ Scirpusjuncoides 

Roxb. var. triangulatus OhwiJと同定されたとの

術l教示を賜った.産地の問題が解決したのみな

らず，当時の大井先生の貴重な御見解を知るこ

とが出来た.ここに報告するとともに，長谷川先

生に篠11礼申し上げる

標本 横浜市南区永出 1956.9.2長谷川義人

YCM022147 

3イソヤマテンツキの学名

植物誌ではイソヤマテンツキの 学名を

Fimbristylis ferruginea (L.) Vahl var. sieboldii 

(Miq.) Ohwiとした.母種としたFjerruginea (L.) 

Vahlの元となる Scirpusferrugineaし はジャマ

イカの海岸沼沢地の植物“Habitatin Jamaicaa 

paludibus maritimis"をもとに記載されている

O.S. & H.B. Correll (1982)のバハマ諸島産の f

ferrugineaの記載や図と日本産のイソヤマテン

ツキを比較してみると以下のように異なっていた

文献を調べなおしたところ，既に Iくoyama(1961) 

がジャマイカ産の Fferrugineaの標本と日木の

イソヤマテンツキを比較してその違いについて述

べるとともに，両者を別種としイソヤマテンツキに

F Sieboldii Miq. ex Franch. et Savの学名をあて

る見解を示していた.また，Wall叩 (1976)も，

熱帯アメリカの Ffer・rugineaがアジアの植物に

比べ，より白っぽい痩果，密に毛のあるノト穂、鱗片，

より短めな小穂を持つことで‘区別できるとして，

琉球列島を含む日本及び朝鮮半島南部の植物

にFsieboldii Miq. ex Franch. et Savの学名をあ

てている 従って，植物誌のイソヤマテンツキの

学名を“Fimbristylissieboldii Miq. ex Franch 

et Sav."とし，本文中の説明「基本変種はアジア，

アフリカ，オーストラリアの亜熱帯に広く分布して

いる」を削除する.
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なお，Kukkonen (1998)は Fferruginea及び

近縁分類群が全世界の熱帯に分布しているため

今後の研究が必要としており，日本産のイソヤマ

テンツキの学名が将来変更される可能性も否定

できない

[イソヤマテンツキと D.S.& H.B. Correll (1982) 

のF.ferrugineaとの比較]

主主 イソヤマテンツキは 40cm程度，F

ferrugineaは80cmに達する

花序:両者とも花序は花茎の先に頂生するが，

イソヤマテンツキは最長-の直葉がしばしば花序よ

り明らかに長く直立気味につき花序はやや偽側

生状に見える，F ferrugineaは最長の直葉が花

序と同長前後で直立し花序は頂生状に見える

査旦互主 イソヤマテンツキは 0.7-1mm，F 

戸 rugmeaは 2mm弱

小穂の形状 イソヤマテンツキは狭卵形体で、先端

が鋭頭，Fj台rrugmeaは広卵形体で先端が鈍頭

付記 神奈川県立生命の星 ・地球|専物館で

標本を祥見していたところ，草丈は 35-40cm程

であるが，花序や小棒、の形状が O.S.& H.B 

Correll (1982)の Fferrugineaの図に近い印

象を受ける下記の標本があった.調べたところ小

穂は黒稽'hf，J(こ冒され痩果が出来ていなかった.

標本 鹿児島県川辺郡坊津(塩ヶ浦)

1988.8.28小11碕Bg員IJKPM-NA0072895. 
4コアゼテンツキの産地

アゼテンツキと同定されていた 1956年 .に採

集されたコアゼテンツキの標本 2点を見いだ

した路地の記載が若干異なるが採集年月日

が同じなので同一地域で採集されたものと考え

る 全く同じ場所か不明であるが，1999年に相

模原市鹿消台二丁目の公圏内で採集された標

木もある (SCM13364， YCM34387及び KPM-

NA0119607) コアゼテンツキは滅多に見られる

植物ではないが，同一地域で約 40年ぶりに採

集されており，本種の分布や生態を考える上で

興味深い

標本 相模原(大野鹿沼) 1956.9.23.桐

生亮 nO.748SCM00748 ;相模原(鹿沼)，

1956.9.23.桐 生亮 nO.750SCM00750 ;相

模原市鹿沼台二丁目 1999.9.4.菅沢桂子

SCM 13364 & YCM 34387 ;相模原市鹿沼台

二丁目(鹿沼公圏内) 1999.9.11 菅沢桂子

KPM-NAOI19607. 



神奈川県立生命の星 ・地球博物館，相模原

市立博物館の皆様には標本閲覧でお世話になり

ました 長谷川義人先生には貴重な情報をご提

供して頂きました お礼申し上げます

引用文献

Correll， D.S & Correll， H.B.， 1982. Flora of 

the Bahama Archipelago. 1692pp. Gantner， 

Liechtenstein 

堀内洋，2003. ホタルイ属.高橋秀男 ・勝山

輝男 ・田中徳久(監修)，横浜の植物 pp.

406-417 横浜植物会，横浜.

堀内洋， 2004. 神奈川県植物誌 2001の補

遺 ，正誤及びその後の新知見 FLORA

KANAGAWA， (58): 719-72卜

Koyama， T.， 1961. Classification of th巴Family

Cyperaceae (1). J. Fac. Sci. Univ. Tokyo， 

Sect. 3， Bot. 8: 37-148 

Kulくkonen，1.， 1998. Flora lranica No. 173 

Cyperacea巴 307pp.+42tabs.Akademisch巴

Druck， Austria. 

Walker， E.H.， 1976. Flora of Okinawa and 

the southern Ryukyu Islands. iv+1159pp. 

Smithsonian lnstitution Press， Washington， D.C. 

横浜市都筑区と戸塚区の横浜市新
産種およびレッドデータ植物
(野津信子 ・和田良子 ・佐 々木シゲ子 ・

埜村恵美子)

2005年 4月から2007年 6月にかけ，横浜市

都筑区と戸塚区を重点的に踏査した 。その結果

以下の横浜市の新産種およびレッドデータ植物

を確認したので報告する横浜市の新産種は『神

植誌oU(神奈川県植物誌調査会編， 2001)よ
り判断し，レッド‘データ植物は，~神奈川県レッド

データ生物調査報告書』所載の「維管束槌物」

(勝山ほか編， 2006)により，学名の後の口内

にカテゴリーを記した.なお，標本のデータは，

採集場所，採集年月日，1察本番号 (KPM-NAは
県立生命の星 ・地球博物館 ，YCBは横浜市こど

も植物園を示す)の順に記述した

ビロードシダPyrrosialinearifolia (Hook.) Ching 

横浜市新産

標本:都筑区池辺町(龍雲寺の庭の古木(オ

オパボダイジュ)の幹に着生)2006.2.25 
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YCB429361 

ミズニラIsoetesjaponica A.Braun [1 B類]

標本 :戸塚区舞岡公園2006.9.27YCB429424. 

ミズワラビ Ceratopteristhalictroides (L.) 

Brongn. [準絶滅危慎種]

標本 都筑区川向町2005.10.16YCB428586 

ミズ、オオバコ Otteliaalismoides (L.) Pers横浜

市新産 [1B類]

標本 戸塚区舞岡公園 2006.9.27YCB429425 

ヒメコウガイゼ、キショウ Juncusbufonius L.横浜

市新産[1 A類]

標本 :戸塚区柏尾川 2007.5.8KPM-NAOI28469 ; 

2007.5.19 KPM-NAOI28473 ; 2007.6.6 KPM-

NA0128472. 

チャボウシノシッペイ Eremochloaophiuroides 

(Munro) Hack.(帰化植物)横浜市新産

標本.都筑区川向町2006.10.22YCB429400. 

クサスゲCarexrugata Ohwi横浜市新産

標本 都筑区都筑中央公園 2005.4.20

YCB428495 ; 2005.5.18 YCB428514. 

タマツリスゲ CarexfllipesFranch. & Sav.横浜市

新産

標本 都筑区茅ヶ崎公園 2006.4.26YCB429315 

ミクリ Sparganiul17erectum L. [II 類]

標本 都筑区 茅ヶ 崎公園(せせらぎ)

2005.6.27 YCB428532 

オオツクパネガシ Quercua刈akaoyamensis

Makino横浜市新産

標本 ・都筑区東方町2006.3.5YCB429357. 

アズマツメクサ Tillaeaaquatica し横浜市新産

[ 1 A類]

標本 都筑 区川|向町休耕田 2006.6.13

ヒメコウガイゼキショウ(戸塚区柏尾川 2007年 6月 6
日佐々木シゲ子撮影).



YCB429337 ; 2006.7.1 YCB429339. 

ミズキンパイ Ludwigiapeploides (Kunth) 

P.H.Raven subsp. stipulacea (Ohwi) P.H.Raven 

[1 B 類]

標本 戸塚区柏尾川 2006.7.1YCB429373 

ヤブムグラ Galiumniewerthu Franch. & Sav. [ II 

類]

標本 ;戸塚区 ウィトリッヒの森 2006.10.16

YCB429437. 

ヤマクルマパナ?Clinopodium chinense 

(Bench.) O. Kuntze val¥shibetchense Koidz横

浜市新産

丹沢でも問機のものが採集され，中国産の類

似種との比較検討が必要とされている(勝山ほ

か， 2007) 

標本 都筑区茅ヶ崎公園 2006.6.13YCB429321 ; 

2006.6.13 KPM-NA 128542 ; 2006.7.1 KPM-

NAI28543 

ヒロハスズメノトウガラシLinderniaantipoda (し)

Alston var. verbenifolia (Colsl11.) Ohba償浜市

新産

標本 .者1¥筑区川向町 2005.10.16YCB428575. 

マツバハルシャギク Heleniumtenuifolium Nutt 

(帰化植物)横浜市新産

標本 戸塚区柏尾川 2006.7.9KPM-NAI28544. 

引用文献

勝山輝男 ・田村淳 ・田中徳久， 2007維管東

植物丹沢大山総合調査実行委員会編，丹

沢大山総合調査学術報告書丹沢大山動植

物目録 pp.I-44. (財)平岡環境科学研究

所，相模原 .

勝山輝男 ・田中徳久・ 木場英久 ・神奈川県植

物調査会， 2006維管束植物神奈川県レッ

ドデータ生物調査報告書 2006.pp.37-130. 

神奈川県生命の星 ・地球博物館，小田原 。

神奈川県植物誌調査会編， 2001神奈川県植物

誌調査会 2001.1580pp神奈川県立生命の

星 ・地球博物館，小田原

藤沢市大庭のツルコウゾ
(勝山輝男)

ツルコウゾBroussonetiakaenψiferi Sieboldは

木州 (111口県)，四国，九州|に分布するクワ科

の雌雄異株の落葉藤本で，県内には記録がな
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かった.どのような経緯で持ち込まれたのかは不

明であるが，藤沢市大庭の団地の土手や街路

の植込みに，約 100111にわたって生えている

浅野牧子さんが見つけられ，2007年 4月 14日

に現地を案内していただき，生育状況を観察し，

写真を撮影した はじめ，雄株ばかりが目につ

いたので個体から繁殖したクローン集団かと

も思ったが，よく探すと雌株もあり，種子繁殖し

ている可能性が高い.

標本雄株藤沢市大庭 2007.4.13浅野牧子 ・

寺井京子 KPM-NAO128632 ;雌株 2007.4.14

勝山輝男 ・浅野牧子 ・寺井京子 lくPM-

NAO 128633. 

ツルコウゾ 左雄株， 右 dlii株(藤沢市大庭 2007
年4月 14日勝111)節男搬影)

相模原市津久井町でシノブ力グマを
確認

(菅沼広美)

相模原市津久井町でシノブカグマ

バrachninodesmutica (Franch. & Sav.) Ohwiを

確認しましたので，報告いたします.

2007年 l月 28日， 家族の者と津久井町長竹

方面に出かけた折，スギ植栽林内に 40~ 50cl11 

ほどのリョウメンシダ、に似たシダがあり近づきまし

た リョウメンシダよりも葉質は固くソーラスも葉身

の上部から付き， 葉柄基音ISの鱗片は茶褐色，葉

柄上苦1¥，中軸，羽軸は黒くて細く光沢がある鱗片

家に持ち帰り調べると、ンノフマカグマに似ています

『神他誌oUには北淘道，木州、1，四国，屋
久島，朝鮮，ロシア東部に分布 ブナ帯上部か

らシラビソ帯に生え，シラビソ帯の代表種のひと

つ 基準標本の産地は横須賀付近Jとあり，丹



沢での報告と標本秦野市大倉 1988.4.14山口

育子 HCル138101 横浜市緑区新治町 1944.6.26.

山田文雄 KPM-NAII05995. 津久井町蛭ヶ岳

1960.11.4大谷茂 YCM8112が引用されています

シノブカグマの自生地の状況は，樹高 8~

10m，胸高直径 20cm強の比較的明るいスギ植

林内の北西斜面下部 斜面中部から上部には

アズ‘マネザサ， アオキ， ヒサカキ， ツノレグ〆ミ等の

低木もありますが， 下部から中部斜面の林床は

シダ類が優占し，低木層は未発達.その他オシ

ダ (l株)，フジオシダ(少)，ホソパナライシ夕、¥

オニカナワラヒ、(l株)，サイゴ、クベニシ夕、 (l株)， 

トウゴクベニシダ，オオベニシダ，ベニシダ，オ

クマワラビ，クマワラビ¥ヤマイタチシダ，オオイ

タチシダ，イワガネソウ，トウゲシパ，ヤマヤブソ

テツ， テリハヤフ守ソテツ，イノデ， アイアスカイノ

デ， ドウリョウイノデ， ツヤナシイノデ，イノデモド

キ後日自生地に出かけもう l株確認できました.

相模原市の合併により新市域の植物調査に昨年

9月から参加し，冬のスギ植林内等のシダ観察

の楽しみを知りました

襟本提出に際し，自生地に同行して1頁きまし

た相模原市立博物館の秋山幸也学芸員 3 同定

をお願い致しました宮崎卓氏にお礼申し上げま

す.また常日頃，標本作成等のご指導してくだ

さる菅漂佳子氏に感謝致します.

標本 相模原市長竹 (TS-5) 2007.1.28菅沼

広美 SCM25234.

県北部のオキナグサの生育状況に
ついて

(秋山幸也)

相模原市立博物館では現在，同館資料調査員

の宮11崎卓さんを中心として，合併した新市域(旧

津久井四町)の植物相調査を進めている その

中で，対象地域におけるオキナグサ Pu!satilla

cernua (Thunb.) B巴rcht.& Opizの生育状況を確

認したので報告する.

オキナグサは，いわゆる山野草として著名な種

が多いキンポウゲ科のなかでも 3 玄人好みのす

るその咲き姿から，スター級の人気と言-っても過

言ではない.生育立地は，遷移の初期段階にあ

る明るい草原や砂磯地であり，人為， 自然ともに

撹乱が起きやすい不安定な立地であるーこのよう
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な条件が災いし，既知の産地の多くが開発行為

や盗掘圧などから絶滅，あるいは近年の確認が

途絶えた状態である.国 RDBでは絶滅危倶E

類，県では絶滅危慎 1A類であるー神奈川県レッ

ドデータ生物調査報告書 (2006)によると， w神
植誌 88~ 及び『神植誌 oU の調査による既知

の産地は 5地点である.このうち，仙石原では

肖滅，丹沢の 2ヶ所では 1995年以後確認でき

ていない.

今回，相模原植物調査会では，県レッドデー

タ生物調査報告書 (1995)の調査によって確認

された県北部の地点について，県立生命の星 ・

地球博物館の勝山さんと，当時，調査に同行し

た宮崎さんの記憶を頼りに踏査を行った.調査

地点については，本種の減少原因を考慮して明

記せず，I日津久井郡域とし、う表記にとどめる.

調査は 2007年 5月 16日に実施した急|峻

な谷地形の中を注意深く進むと，地元(相模原

市相模湖町)の会員である三樹和博さんが，痩

果をつけた株を発見した.30mほどの範囲に 10

株程度が散生していたが，近隣の類似の立地を

探したものの，他には発見で、きなかった.この場

所は，通常は人がほとんど入らないが，決して

安定した立地とは言えない 極めて脆弱な立地

にかろうじて残っているというのが正直な印象で

ある 標本として葉のみ採集し，相模原市立博

物館に収蔵した.

新市域にはオキナグサをはじめ，絶滅が危慎

される種が数多く確認されている さらに調査を

進める中で，今回別に菅沼さんから報告のあっ

たシノブカグマのように，新しく確認された種や

産地も次々と挙げられているこれらについては，

節目節目でできる限り報告していきたいと考えて

いる

標本 相模原市 2007.5.16宮崎卓 SCM26636

東丹沢・宮ヶ瀬のヒメウラジロ観察記
(秋山守 ・山口勇一)

ホウライシダ科のヒメウラジロ Cheilanthes

argenteaは本州東北地方(岩手県のみに分布)

以南の日当たりがよく，水はけなとかのよい限られ

た山地の岩場や路傍の石垣などに自生する常緑

性の小型のシダで、ある 環境庁のレッドデータ

ブーツク (2000)によると国カテゴリーでは絶滅危



落石防止用の金網から生えるヒメウラジロ(清川村宮が

瀬林道 2006年 12月 16日秩山守撮影)

慎 E類 (UV)として評価され，神奈川県レッド、

デ タ生物調査報告書 (2006)では絶滅危倶

1 B類 (EN)にランクされている貴重種である.

神奈川県下に現存する自生地は藤野 ー1，清川

2，清)11-3，城山の 4ヶ所のみで，松田町の

自生地は道路改修によって消滅している

清川村宮ヶ討議の林道の崖地で、ヒメウラジロを最

初に発見したのは高橋秀男先生である.~神植

誌 8811作成のためのブロック別調査 (1980.5 

11) の折り，親株 l個体を見出したのである

筆者の一人山口勇ーは 1999年 10月 10EI， 

札掛から愛川町への帰路，ヒメウラジロの群落に

気付き，後日，訪れて調べたところ親株 540個

体と幼株多数生育していることを確認した 最初

の発見から 19年目の成果である.1上|口勇一 ・

秋山 守は 1999年より 7年経過した 2006年 12

月 16日に自生地の様子と生育状況を再度確認

のため訪れた結果，親株 1500個体を積算し，

幼株 500個体以上を確かめ，加算すると 2000

個体以上の増殖を記録した 生育している現場

は林道の北側に位置し，崩壊しやすい地形であ

り， 1980年の発見当時，崖崩れ防止のための

コンクリ ト吹き付け工法により表面がコンクリー

トにより覆われ，一部の割れ目に親株 l個体が

生育していた 今回訪れた際には以前の面影は

なく，コンクリー卜壁は崩壊し，断崖の左右は新

たに崖崩れ防止のコンクリート枠で仕切られ，コ
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ンクリート枠の左右の聞は落岩，落石防止用の

金網が張られていた路面から高さ約 3m，長さ

25口1の傾斜面の岩の割れ目 ・すきま ・くぼみ

にンクリー卜や岩盤が風化してくずれた土砂や落

ち葉などが堆積した立地条件のきびしい場所に

優占種としてヒメウラジロがへばりつくように生え，

大きな群落が形成されている 群落内にはハコ

ネシダ，ヤマイタチシダ，オクマワラビ，クマワラ

ビ，ヤブソテツ，ヒメワラビ、，オオパノイノニEトソウ，

イワデン夕、， コパノヒノキシ夕、， イワトラノオ， リュ

ウノウギク，フキ，ノアザミなどが僅かに点在して

いる.高さ約 3m以ヒの傾斜地の上部にはハナ

イカダ，ヤマブキ，クサギ，ニワトコ，ツクパネウ

ツギ，シパヤナギ，キブシなどの落葉低木が覆

い被さるように生え，春から秋にかけて日陰にな

るためか生育していないし，隣接するよく似た環

境条件の場所には一株も分布していないのは不

思議である.ヒメウラジロが生えている自生地は

日!低水分，土壌などが好条件の微環境をつくり，

生育に適したよい生態系が保たれているためだ

ろうかー現在も幼株数からみて着実に増殖を繰

り返している.これからも自生区域の保護 ・保全

が長く続くよう見守ってし、きたい.

参考文献

高橋秀男 ・山口勇一 ，2000宮ヶ瀬のヒメウラジ

ロとナタネタビラコ FLOえAκ4NAGAWA

(49): 573 

環境庁編， 2000改訂 ・日本の絶滅のおそれの

ある野生生物レッドデータブック 8値物 I

(維管束植物)2000. 660pp財団法人自然

環境研究センター，東京.

勝山輝男 ・田中徳久 ・木場英久 ・神奈川県植

物調査会 ，2006維管束植物神奈川県レッ

ドデ タ生物調査報告書 2006.pp.37-130 

神奈川県生命の星 ・地球博物館，小田原

横浜市神奈川区における力口リナア
オイゴケの採集例

(堀内洋)

2006年 6月， JR横浜線大口駅西口広場前の

県道 111号線沿いでアイオイゴケ属植物を採集

した 車道際の集水口付近にたまった浅い土壌

に生えていた縁石を挟んで車道に付帯する歩

道fJllJの縁石とアスファルトの隙聞からも生えてい



た 2007年 2月現在，付近で確認しているのは

この2つだけである

日本にはアオイゴケ Dichondrarepens Forst 

var. repensが自生するほか，栽培品の北米産の

変種カロリナアオイゴケ var.carolinensis Choisが

逸出 ・帰化するとされる 大場 (2003)によれば

アオイゴケの自然分布は千葉県以西とされるが，

千葉県内での分布は房総半島南端に限られてい

るようで，横浜市内に自然分布があるとは考えづ

らい また，今のところ採集地点周辺でアオイゴ

ケ属植物の栽培を確認できない.車道沿いなの

で或いは車に付着してきたのカもしれない.

大場 (2003)によれば，アオイゴケの葉は腎

円形で中央部が最も IIJ~が広く，先端はやや凹頭

であるのに対し，カロリナアオイゴケの葉は卵円

形で中央より下が最も111罰が広く，先端は平円頭で

あることで区別できるとされる.標本の莱の多くは

カロリナアオイゴケの葉形に該当するように思わ

れた 筆者はアオイゴケ属に不案内なため，や

や疑問が残るがここではカロリナアオイゴケとして

報告する 標本は神奈川県立生命の星 ・地球

博物館に収めた

標本 横浜市神奈川区大口通 JR横浜線大口

駅西口広場前 2006.6.10.つぼみ~未熟な果

実堀内洋 nO.9963.1くPM-NAO128629 

引用文献

大場達之 ，2003.ヒルガオ科 。財団法人千葉県

史料研究財団編集 ，千葉県の自然誌別編

4，千葉県植物誌 pp.469471& 478-481 千
葉県，千葉市

シチヘンゲ，その後
(堀内洋)

FLORA KANAGAWA(60)で横浜市神奈川区

のシチヘンゲ Lantanacamarαしについて報告

した.路傍に逸出したと推定した株は 2005年秋

に地上部が切り取られたが，株元より新しい枝を

出し，葉をつけたまま越冬した.2006年 5月 3

日の観察では，長し、もので20~ 30crn程の枝が

20本ほど出ていた その後， 2006年 8月には

植物体が引き抜かれているのを確認した 2007 

年 2月 3日現在，地上部が見い出されないこと

から，この個体は消失したものと思われる

庭に栽培されていた株は2005年の秋以降，寒
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くなるにつれ勢いが弱くなり，傷んだ葉もあった

が，花や果実をつけたまま落葉もせず年を越し

た その後， 2006年 l月に短く刈り込まれたが 3

2007年 2月 3日の観察では，葉が赤紫色に着

色し花や実をつけているのを確認した.

刈り取りによる影響は不明であるが，どちらの株

も近年になく冷え込んだ 2005年から 2006年に

かけての冬の寒さにも枯死することなく生存したこ

とが確認出来たことから，当該地域では十分野

外で越冬出来るものと判断され，今後も逸出して

ゆく可能性があるものと思われる.

2007年 2月 11日，神奈川県立生命の星 ・地

球博物館でシチヘンゲのジーナスカバーを拝見

したところ，栽培品と明記された沖永良部島産の

標本(!くPM-NA0024297) を除く下記の標本を

見いだしたが，神奈川県内で採集された標本は

見いだ、せなかった.なお，FLORAKANAGAWA 

(60)で示した標本は，神奈川県立生命の星 ・地

球博物館に寄贈した (KPM-NAOI24865)

標本 静岡県清水市三保(現在の静岡市清水

三保)清水港付近 alt.ca.2m 1999.6.20.近回

文弘 nO.I92551くPM-NAO119759 ;東京都ノト

笠原支庁南鳥島(マーカス島) 1987.2.5.長

谷川義人 KPM-NA0076843;小笠原父島瀬

戸の見晴~夜明山~中央山東平~初寝山

1978.5.21.高橋秀男 KPM-NA0092377

コゴ、メカゼクサ
(国津則子)

9月に入ったある日 ，家の近くの道沿いで見慣

れないイネ科の植物があったので、採集した ス

ズメガヤ属のものと思われた 3，4株あった中

で、一番育っていたものを採集したが，それもまだ

伸び切っておらず， 1 ~2 小花しか見えなかっ

たので，もう少し日をおいて良い状態のものを採

集することにした

ところがそこはほとんど休耕中の・・・申し訳程度

に一部に野菜が植えられている・・・畑の端の通

路の部分で，それほと。草が繁っていた様子でも

ないのに，除草剤を使用したらしい形跡があり，

目的の植物も萎れてしまっていた.もう無理かな

と思いつつ，次にその道を通ったときに目をやる

と立派に成長した株があった 10月初旬のこと

であるが，薬害を免れた小さな株が 2~ 3週間



で成長したものだろうか

全長 40cm，狭い円錐花序で直立，多数の枝

を出し，さらに小枝に小さな小穏を蜜につけて

いる 小穂は長さ 2mm程，Ijl&; Imm強， 3---7

小花からなり，淡緑色から紅紫色をしている.

生命の星 ・地球博物館の勝山先生に見ていた

だき，ココcメカゼクサと同定していただいた 神

奈川県のレッドテ、ータ植物として報告されている

種であるところから，今回の採集を報告します.

標本 .秦里子 市南 矢名 2006.9.8.KPM-

NAOl28547 ; 2006.10.2. KPM-NAOI28546 

シロテンマ
(山本絢子)

2006年 7月 31日，オニノヤガラ属のシロテン

マが姥子から大涌谷へのコース途中のスズダケ

の板元に一本生えていました.この日，オニノヤ

ガラを観察してきたとボランテア仲間の M氏が話

されました.私は今まで、箱恨で、は一度もオニノヤ

ガラを見たことがありませんでしたので，もしかし

てシロテンマではないかと疑いました.茎の高さ

や色など質問をしました 茎は 30~ 40cll1，色

は白とのことで，ますますシロテンマだと思いまし

た見てみないとはっきりわからないけれど多分

シロテンマで‘すよ.Jと言ってしまいました そん

な事がありその日の夕方，案内をしていただき思

シロテンマ(箱恨l町姥子2006年 7月 31日山本絢子
撮影).
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いがけず見てくることができました.以前から箱様

や丹沢に稀に生えると『神植誌 01J]にも記載さ

れており，いつか出会えることを願っていました

ので嬉しかったです.

なお，オニノヤガラは地元でも時々観察してい

ますし，中井IIITの雑木林では，以前アオテンマ

も見ています アオテンマに偶然出会えたときも

嬉しかった記憶があったので，何度か探しに行き

ましたが今は開発されて見られなくなりました.

2007年度総会の報告
(事務局)

.2006年度事業報告

.2006年度決算報告・監査報告

 

 



 

寛

・各ブロックの活動報告

・会則の改正

.2007年度運営体制

表

南
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.2007年度予算

 

 

 

 

.2007年度事業計画

神奈川県植物誌調査会会則

-本会は神奈川県およびその隣接地域の植物相



を調査し，その成果を刊行することを目的とする

・本会は神奈川県植物誌調査会品、い，事務局

を神奈川県立生命の星 ・地球博物館(小田

原市入生田 499)内におく

-本会の目的に賛同し，会費(年額 2‘000円)

を納入するものをもって会員とする.

-本会は，その目的を達成するために次の事業

を行なう

l別に定めるブロックごとの具体的な植物相

調査，標本の収集 ・集積などの活動

2会報の発行，諸成果の刊行※

3.横物に関する研究会 3 観察会，講演会等

の開催※ ※順序の入れ替え

4.その他役員会で必要と認める事業

-会の運営にあたり次の役員をおく 任期は2

年とするが，再任は妨げない

代表 l名，運営委員 (10~ 20名程度)，

ブロック事務局員若干名，事務局員(庶務・

会計)若干名，会計監事 (2名).

-本会は役員の合議によって運営する.事業目

的によっては特別委員会をおくことが出来る。

-役員の選出，会則の改正は総会の承認を得て

決定する.

-総会は年一回開催する

付員Ij

本会は 1979年より 1988年「神奈川県植物

誌 1988J刊行までを第一期とし，旦盟主よ旦

2001年「神奈川県植物誌 2001J刊行までを

第二期，それ以降を第三期とする.

会則は 1979年 l月 27日より実施する.

1989年4月 8日改正

2007年 4月 21日改正

〈今回の主な改正点 (上記の下線部ほか)> 

-事務局を移動し，ブロックの位置づけを明確化

.会費を付則から移動

.役員について

顧問を削除

地区委員(ブロック代表)をブロック事務局

員の名称で復活

・本会の歴史的経緯に三期を追加

出版物と講座のご紹介
『小原敬先生著作集』

会員の皆様には 4月の総会時にお渡し(ある

-810-

いは終了後に送付)しましたが，長く会のご指

導をいただき， 運営委員もお願いしている小原

敬先生の著作集を刊行しました編集作業では，

浜口哲ーさん，長谷川義人さん，三輪徳子さん

ほかの皆さんにたいへんお世話になり，事務局

からも感謝し、たします 著作集は，一部 1，500

円(送料別)で頒布していますので，事務局ま

でご一報ください(たいへん好評で，すでに 10

部ほどの残部があるのみですが・・.)

『丹沢大山総合調査学術報告書』

2005年から 2006年にかけて実施された丹沢

大山総合調査」の報告書が刊行されます こ

の調査には，調査会でも有志を募り，維管束植

物の調査に協力しました.木編 800頁， 目録編

472頁に CD-ROMが付いている大作です 発

行の(財)平岡環境科学研究所の HP(http:// 

hiraokaken.or.j p/) に詳細があり，販売(一部

8800円)もしています.ぜひ購入ください.

講座「帰化植物、最近の話題」

生命の星 ・地球1専物館では連続講座 「帰化植

物、最近の話題」を9月8日(土)、 10月20日(土)、

28日(日)、 11月 17日(土)の4回にわたり開

催します(受講料5，000円)。詳しくは博物館企

画普及課までお問し、合わせください。

(田中徳久)

編集後記
長く事務局員の一翼を担っていただいていた木

場英久氏が，この3月で生命の星 ・地球博物館

を退職され，桜美林大学の准教授として着任さ

れました.そんなわけで、，これまで木場氏が主体

となって大部分の作業をやっていたFLORAKA 

NAGAWAの編集作業は，残された事務局員が

今号より引き継ぐことになりました 不行届な面も

多々あることと思いますが，よろしくお願いします

木場氏は「来年度はこの法則を打破して 3号

をお届けしたし、J(前号の編集後記)と思ってい

たようですが，何はともあれ今年度は2号」

を当面の目標に頑張りたいと思います 原稿を

お待ちしております.それはともかく，木場氏の

新天地でのますますのご活躍をお祈りいたしま

す ・・・と言っても勤務地はすぐ隣の町田市です

し，調査会の運営委員も引き続き引き受けていた

だいているのですが・へ (田中徳久)




